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第 3章 

多言語地域における言語シフトと危機言語を考える 
—フィリピンの事例から— 

 

 

 

1. はじめに 
 1970 年代から 90 年代は、地球温暖化、オゾン層の破壊、公害、生物多様

性の消滅と絶滅危惧種など地球規模での環境問題が認識され始め、国際的な

取り組みが活発化していた時代である。そのような時代背景の中で、1992

年、アメリカ言語学会の学会誌 Language に危機言語に関する 6 本の掲載さ

れ、故マイケル=クラウス氏の「危機に瀕する世界の言語」が巻頭に掲載さ

れた (Krauss 1992)。それは、Kenneth Haleなどの研究者が中心となって 1991

年、アメリカ言語学会で開催された危機言語に関するシンポジウムを元にし

た特集であった。クラウス氏は、生物種の絶滅を引き合いに出しながら、こ

のままいけば 21 世紀には 90%の人間言語が死滅またはそれに近しい状況に

なると予測した。彼は絶滅危惧種の哺乳類が全体の 7.4%、鳥類が 2.7%であ

ることを踏まえた上で、「なぜ比較的穏やかな生物多様性への脅威の方が、

それより深刻な言語学的多様性への脅威よりも多くの関心を集めているのだ

ろうか。そしてなぜ我々言語学者は生物学者よりも寡黙でいられるのか 

(ibid.: 7-8)」と訴えた。 

 Krauss による危機言語の算出方法などは当時の資料の限界もあり、大まか

なものでしかなかったが、この時期を境にして、危機言語に関する言語学界

での組織的活動は活発になった。世界各地で消滅の危機に関する言語の記述

が加速し、特に日本では環太平洋の「消滅に瀕した言語」にかんする緊急調

査研究が組織され精力的な調査が行われた。Fishman (1991)、Mattias 

Brezinger などのチームによる UNESCO Ad Hoc Expert Group (2003)、Gordon 

(2005)では、各言語がどの程度の活性度 (vitality) ないし危機度にあるかを測
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定、記述する枠組みが整備されていった。Himmelmann (1998) は、言語ド

キュメンテーションという枠組みを提唱し、信頼性の高い一次資料の収集の

重要性を提案した。一次資料は、文字データだけではなく、音声資料や映像

資料も重要となるため、マルチメディアも含めた言語データのデジタル・

アーカイブも設立されている。 

 しかし、なぜ危機言語を問題とする必要があるのか、言語シフトを憂慮す

るべき根拠は何なのかについて、言語学として確固とした基盤があるのかと

問われると、非常に難しい問題である。上述のKraussの引用にあるように、

科学としての言語学は、その学術的発展の基盤として言語の多様性が必要で

あることが問題を複雑にしている。言語が世界各地の地域コミュニティに

よって話されており、言語がシフトするかどうかは純粋に話者コミュニティ

の問題であるにもかかわらず、その言語行動如何によって、言語学の将来が

左右されるからである 1。 

 本稿の目的は、言語シフト、危機言語の問題をどのように認識し、価値付

けるかを考えることである。ここでの主張は以下の通りである。 

 

• 言語は、その価値付けと文化における役割が個々の言語コミュニティに

よって異なり、危機言語のフレームワーク全体からトップダウンで評価す

ることはできない。危機言語がなぜ問題かを考えるには、言語コミュニ

ティの個別的事情を理解しないといけない。 

• 言語シフトが問題となるのは、その言語が価値あるものである以上に、言

語が換喩的にさまざまな社会的非対称性を指標しているからである。 

 

なぜ危機言語が問題であるか、という点を個別具体的に分析していくことで、

危機言語の問題の理論を精緻化することに寄与する。 

 

2. なぜ危機言語は問題であるか 
本節では、なぜ危機言語が問題なのか、なぜ継承される必要があるのか、と

いう点について、危機言語研究でどのように議論されてきたかを振り返る。 
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2.1. 言語学的・学術的価値 

 上のクラウスの訴えに顕れている通り、消滅の危機に瀕する言語が失われ

ることで、言語学をはじめ学術的な損失を招くことは度々指摘されてきた。

例えば、言語の多様性は、人類の歴史についての知見をもたらす。オースト

ロネシア語族の系統関係は、消滅の危機に瀕している台湾の原住民語の知見

なしにはその全体像の解明は不可能だっただろう。また、言語類型論、言語

人類学、意味論、語用論、社会言語学などの言語に関わる多くの分野が言語

の多様性に依っている。例えば能格性などの格標示形式、逆受動態や、適用

態（applicative）などヴォイス現象や交替指示（switch reference）などの構文

は、どれも英語などの主要言語では一般的ではない現象である。そして、語

彙に埋め込まれた民族植物学・動物学的知識に学術的価値があり、言語が消

滅することはそれらの潜在的な実用可能性まで失われてしまうという懸念も

繰り返し示されてきた。例えば、Nancy Turner らは、カナダの先住民

Thompson (Salish) の人々は、一般薬、滋養強壮、呼吸器官系の薬など、少な

くとも 200 種類の薬草を語彙的に区別し、限られた高齢者世代の人々しかそ

の知識を持っていないとされる (Thomason 2015)。 

 しかし、このような言語学を含めた学術的観点からの問題点は、言語を記

録する理由とはなりえても、言語コミュニティが自言語を守る理由とはなり

えない。学術的価値のもとにある言語を守るように求めることは、倫理的に

問題のあることである（その線の留意点に関しては Thomason 2015、下地

2020 を参照）。むしろ、以下に述べる言語コミュニティにとっての価値こそ

が危機言語の問題を議論する際には重要である。 

 

2.2. 言語コミュニティにとっての価値 

 なぜ危機言語は問題か、という点を考えるときに、言語コミュニティの観

点から、言語によって文化、特に言語によって表象された知識体系が失われ

る点、そして民族的なアイデンティティが失われる点を挙げる。 

 

2.2.1. 言語コミュニティの文化・知識体系 

 人間が他の動物と異なる点は、環境と人間とが直に関係を持つのではなく、
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言語による分節化、カテゴリー化を介して環境と対峙する点であると言われ

る（宮岡 2002）。人間は、言語によって環境・外部世界を分節化し、その認

識に応じて環境世界に働きかける。従って言語が失われると、長い歴史の中

で育んできた外部世界への理解も失われてしまうことになる。例えばツンド

ラ地域で話されるコーリャク語においては伝統的にはトナカイを家畜飼養す

る文化を持ち、生まれてからの年令、性別、去勢の有無によってトナカイを

22の名前で区別する（呉人 2003: 154）。しかし現在、コーリャク語のひとつ

のコミュニティでは、「放牧に携わっている若者たちは誰一人としてコー

リャク語を話すことができない。イカヴァヴさん［引用者注 コーリャク語

母語話者］たちが働いていた時代には、まだ、トナカイの群れを放牧するた

めに欠かせない、トナカイ遊牧をめぐる豊かな語彙とその語彙の背景にある

豊かな知識が生きていた。ところが、それらすべてが今ではコーリャク語と

ともにごっそりと失われてしまっているのである。」（ibid.: 170） 

 

2.2.2. 言語コミュニティのアイデンティティ 

 また、言語コミュニティのアイデンティティも、言語がシフトすることに

よって影響を受ける。そもそも話者がどのような言語や言い回しを用いるか

は、話者の出自や属性についての指標記号として働く (Jakobson 1960/1973, 

Silverstein 1985)。危機言語がコミュニティにとっての大きな問題であるのは、

この言語のアイデンティティを指標する機能が、為政者による同化政策に利

用されてきたこと深く関係している。近現代の歴史を通じて、多くの国民国

家は少数派の言語を禁じて、その国の国語へ移行させようとした。それに

よって国民国家統合に反する民族的アイデンティティを破壊し、当該国家の

「国民」としてのアイデンティティを与えようとした。例えば、バングラデ

シュ（当時の東パキスタン）によるベンガル語禁止措置、ネイティブアメリ

カンの寄宿学校における文化の剥奪と英語化、オーストラリアアボリジニの

子どもの組織的連れ去りと英語への同化、フランコ将軍時代のスペインにお

けるカタルーニャ語、バスク語の公的な場での禁止とスペイン語式改名の強

制、フランス南部のオック語の公教育からの排除と処罰条項、琉球諸語にお

ける方言札、第二次世界大戦時における日本の朝鮮にたいする創氏改名など、
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枚挙に暇がない。 

 それゆえ、言語コミュニティのメンバーにとっては、自言語を取り戻すこ

とは、自らのアイデンティティを取り戻すことであり、自民族の存在を認め

させる行動として重要な価値を有する。 

  

2.3. まとめ 

 以上見てきたように、なぜ危機言語は問題であるか、という問いに対して

は、科学コミュニティにおいての価値に加え、言語コミュニティにおいて、

文化・知識体系、そしてアイデンティティの拠り所としての言語の価値が指

摘されてきた。 

 しかし、このような要因は通言語的に当てはまるのだろうか。言語が多様

であるのと同様に、言語シフトのプロセス、その歴史的背景、そして当該コ

ミュニティにとっての価値もさまざまである可能性はないだろうか。特に、

危機言語の議論は、北米の言語や先進国に組み込まれた地域コミュニティ

（アメリカンインディアン、アイヌ語、アボリジニの言語 etc.）の調査を

行ってきた人々の議論が中心的になってきた。次節では、多言語地域である

フィリピンで消滅の危機に瀕するアルタ語を取り上げることによって、彼ら

にとっての言語シフトとはどのようなもので、上述の危機言語の議論に与え

る示唆について見ていく。 

 

3. アルタ語の言語シフト 
 アルタ語（Arta）もしくはエディロッド語（Edilod）は、フィリピン北部

のルソン島で、8名の第 1 言語話者を中心に用いられている言語である。本

節では、木本 (2021) で述べたアルタ語の言語シフトについて振り返り、アル

タ語の言語シフトが、当該地域における人口のダイナミクス（特に農耕民の

流入）に対処するための彼らなりの方略であったこと、そして、彼らの民族

としてのアイデンティティは、言語シフトのあとも変わらずに存在している

ことを述べる。 
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3.1. アルタ人とアルタ語の現況 

 フィリピンには、伝統的に狩猟採集生活を送ってきた、ネグリート

（Negrito）と呼ばれる先住民が暮らしている。人口にして 33000 人ほどで、

フィリピンに占める人口全体の 0.05%に過ぎないが、ルソン島ほかフィリピ

ンのさまざまな地域に 32のグループが存在する（Headland 2003）。そのうち

の一つがアルタ語話者であるアルタ人で、フィリピンのルソン島に位置する

キリノ州とオーロラ州に分かれて暮らしている（Kimoto 2017）。 

 アルタは他の多くのネグリート民と同じく伝統的に狩猟採集と部分的な農

耕を組み合わせた生活を送ってきた。狩猟活動としては、弓矢を用いて、イ

ノシシ、シカ、サルなどを主な狩猟ターゲットとしていた。また東海岸沿い

に暮らすネグリートと異なりアルタは内陸部に暮らしているため、近くに流

れる河川でウナギなどの川魚、川エビ、カニ、カワニナなどを捕って食料と

している。また米（売買で得たものを含む）、里芋、キャッサバを植えたり、

山に行って種々の山芋を取ることで炭水化物を確保している。 

 アルタ人は、90 年代まではキリノ州のディスブ Disubu というアルタ人独

自のコミュニティを築いていた。1977 年に調査を行った人類学者 Thomas 

Headland によると、その当時 30〜40 人程度のアルタ人がそこにいたと言う 

(Headland p.c.)。その周辺には、同じくネグリートの一部族、カシグラン・

アグタ人と、狩猟採集民ではあるが非ネグリートのイロゴット／ブッカロッ

ト人（エラー! 参照元が見つかりません。の［10］）、そしていくつかの農耕

民が暮らしていたが、コミュニティ同士はかなり離れており、自律性を保っ

ていた。 

 言語的には、アルタ語は、オーストロネシア語族マレーポリネシア語派の

北部ルソン語群（Northern Luzon）に属する（Reid 1989, Kimoto 2017）。近隣

の言語はすべて北部ルソン語群に属するが、相互意思疎通は不可能な程度に

言語が異なっている。例えば、以下のような基本的な語彙を比較すると、同

一または類似する語形もあれば、まったく異なる語形も見られる。アルタ語、

カシグラン・アグタ語、イロカノ語（以上北部ルソン語群）、タガログ語

（中央フィリピン語群）の順で語形を比べる。「髪の毛」pulug : buk : buʔok : 

buhok、「家」bunbun : bile : balay : bahay、「バナナ」bagat : biget : saba : sagiŋ、
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「水」wagət : dinom : danum : tubig、「好きだ」kabbat : gusto : kayat : gusto、「〜

するために」taketa : munda : isoŋa : 「一」sipaŋ : essa : maysa : 「二」tallip : 

əduwa : duwa : dalawa「いくつ」saŋan : seŋanja : mano : ilan「誰」tatin : əsiya : 

sino : sino など。このように語レベルでの差異が大きいため、アルタ語は他

の言語と相互理解度が低い。 

 2023年現在、アルタ語の流暢な話者は 8名である。アルタ語は、すでに独

立したコミュニティを持たない。彼らは、同じネグリートであるが言語の異

なる、カシグラン・アグタ人のコミュニティに同化し、普段はカシグラン・

アグタ語とイロカノ語を用いて生活している。従って、彼らの子どもも、ア

ルタ語を知らない者が多く、カシグラン・アグタ語の母語話者となっている。

子どもによってはアルタ語を話すことができる者もいるが、第二言語として

話す程度で、語彙力は高くない。場合によっては、アルタ人がカシグラン・

アグタ人と同化した結果、子どもの世代が、実は親がアルタ語話者であった

ことを知らないケースも見られる。そのような場合、調査者である筆者とア

ルタ人が話していても、ほんの基本的な単語 kabbat「好きだ」 tataw「知っ

ている」などを使った表現でさえ理解することができない。すなわち世代間

継承はすでに途絶えており、アルタ語が危機的な状況から脱することは非常

に難しい。 

 それではなぜアルタ語からカシグラン・アグタ語に言語シフトが進み、ア

ルタ語の世代間継承が途切れたのかを見ていく。 

 

3.2. アルタの言語シフトの要因 

 アルタ語の言語シフトの要因は、なぜディスブコミュニティを捨て去るこ

とになったのか、そしてなぜカシグラン・アグタとの同化を選んだのか、と

いう 2つの疑問に答える必要がある。 

 なぜディスブコミュニティを捨て去ることになったのかについては、木本

(2021) でその地の急激な人口増加を指摘した。キリノ州の人口変動を見てみ

ると、コミュニティの近くのマデラ市では、1939 年の 3,923 人から 2015 年

には 38,499 人、アグリパイ市 は 1960 年の 3,976 人から 2007 年には 27,787 人

と、タイムスパンは異なるがそれぞれ 10 倍、7 倍程度の伸びとなっている 
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(Philippine Statistics Authority 2017)。人口増加の原因は主に農地の開拓のため

に他の地域から移住したことが挙げられる。先住民庁の地域センターによる

とタガログ語系、イロカノ語系住民のほか、北西に位置する山岳地帯から農

地を求めて多くの農耕民が移住していることが分かっている。 

 このような農耕民の移住と農地開拓は、元々狩猟採集の生活を行ってきた

アルタ人にとっては甚大な影響をもたらす。まず、彼らにとってのハンティ

ングフィールドであった山野が農地として造成されることによって、狩猟活

動を思うように行うことができなくなっていった。またコミュニティの周り

を農耕民のコミュニティに囲われる形となり、ネグリートコミュニティの自

律性が維持できなくなった。そのような要因によって、アルタ人にとっての

ディスブはもはや魅力的な場所ではなくなってしまい、一人また一人とディ

スブを離れていった。 

 ではなぜカシグラン・アグタとの同化を選んだのか。これは、アルタとカ

シグラン・アグタは、共にネグリートとしての強い共通したアイデンティ

ティを持ち、狩猟採集民としての文化的慣習を共有しているからであると言

える。両言語の話者ともに、縮れ毛、濃い肌の色、低身長などネグリートと

しての身体的特徴を有する。そのような特徴から、農耕民（平地民）は自分

たちとは全く異なった民族だという意識を抱きやすい一方、ネグリート同士

であれば、たとえ言語は大きく違えど自分たちは同胞だという意識を抱いて

いる。従って、婚姻関係も、ネグリートの異なる部族間で結ばれるケースも

多く見られる。アルタとカシグラン・アグタは、コミュニティが統合される

前から頻繁に婚姻関係がしばしば見られたほか、現在でもアルタの子ども達

は、ルソン島東海岸のディナピギ（Dinapigue）やバレール（Baler）など遠

くのネグリート部族と姻戚関係を構築している。 

 民族誌家たちも随所でネグリート民の間に見られる強いアイデンティティ

を捉えてきた。「（ネグリートの人たちは）知らない者同士であっても非常に

友好的であり、彼らは全ネグリート民族を一つの大きな家族として捉えてい

るように思われる」(Vanoverbergh 1925: 187)、「自分の人種の全く知らないメ

ンバーに会うと、まるで古くからの知り合いであったかのように立ち話をす

る」(Vanoverbergh 1930: 539)と描写されている。フィリピン一帯でかつて見
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られた首狩りの儀礼 ŋayawにおいても（結婚など成人となるに値することを

示すために他の部族の首を狩る必要があった）、カシグラン・アグタなどの

ネグリートがそのターゲットになることはなかった。 

 このように、アルタ語からカシグラン・アグタ語への言語シフトは、直接

的な原因としては、居住地域への農耕民の流入と、ネグリートとしての共通

のアイデンティティが元となって起こった。その結果アルタ語は現在世代間

継承が失われた。 

 

4. アルタ語の言語シフトの特徴 
4.1. 文化・アイデンティティの不変性 

 では、このアルタ語の言語シフトの事例は、危機言語の問題一般に照らし

て、アルタ語の事例を考えると、大きく 2つの特徴を挙げることができる。 

 1 点目に、アルタの場合には、言語シフトを被っているからといって、ア

イデンティティの急激な変化と文化的喪失を伴っているとは言えない点が挙

げられる。それはアルタとカシグラン・アグタは、ネグリートとしてのアイ

デンティティを共有し、狩猟採集民として、海岸沿いで漁労を行うか否かの

差はあるものの、基本的には類似の文化を有していることが強く影響してい

る。 

 例えば、動物の語彙の切り分け方を見ていく。アルタ、カシグラン・アグ

タにおいても、主要な狩りの対象は、イノシシ、シカ、サルであり、時折ア

ミニシキヘビも狩猟の対象となる。また、イノシシ、シカ、サルが成長段階

や雌雄の差に従って、名前を変えるという点も同一である。例えば、イノシ

シが成長に従ってどのように名前を区別するか見ていこう（Casiguran Agta

は Headland and Headland 1977による）。 

 

表 1 イノシシの成長段階と雌雄の差に応じた名前の変化 

 ①子個体 ②半成熟個体 ③成熟個体 
  オス メス オス メス 

Arta bərək bukal kabilgin u:gadin tanid 
Cas. Agta bəhək bukal kəlbigen – taned 

 



木本幸憲  多言語地域における言語シフトと危機言語を考

える 

10 

アルタ語においても、アグタ語においても、成長段階を 3つに区別し、子個

体で体毛に縞の見られる段階（日本語で「うり坊」と呼ばれる段階）と、半

成熟個体で、つがいを作る前の段階、そして成熟個体で、つがいを作った段

階とそれ以上、の 3段階に区別する。また半成熟個体と成熟個体については、

雌雄を区別する 2。また、3.1節で見たように基礎的な語彙は大きく違い、相

互意思疎通はできないものの、狩猟の語彙そのものは、語彙的な類似性が高

い。これは他の語彙についても同様である。例えば種々の狩猟の方法を指す

動詞や、矢・槍の種類もほぼ同じ語彙が用いられる。例えば、「狩猟する」

purab (Arta) : puhab (CasAgta)、「待ち伏せ猟をする」apat : apat, 「イチジクの

木の上で身を潜め、イチジクの実を食べに来る獲物を待ち伏せて狩る」rus : 

hos など。従って、狩猟採集民の両言語の間で発生した言語シフトにおいて

は、現在のところは、劇的な文化的側面の喪失を伴っていないと言える。 

 

4.2. ネグリート民のレジリエンス 

 2 点目に、アルタにおける言語シフトは、民族的脆弱性、すなわち民族と

しての存亡の危機にあるとも言えない点にも注意する必要がある。アルタを

はじめとしたネグリートは、政府、NGO、農耕民その他外部からの力が加

わったとき、外圧を拒絶するわけでもなく、全面的に受け入れ、同化するわ

けでもなく、好都合と思ったもののみを日和見主義的に受容・対処するとこ

ろにその特徴がある（清水 1990, 2002, Minter 2010も参照）。 

 政府や NGO は、ネグリートに対して、幾度となく定住化を進める動きを

試みてきた。ネグリートは時の政府や外部から「文明化していない野蛮な遊

動民」と捉えられ、定住化して「まとも」に農業を始めることが彼らにとっ

てのあるべき姿だと認識されてきた (Headland 1986, Minter 2010)。しかし、そ

の度毎に彼らは外圧をうまく躱し、利用できるときには選択的に利用して、

文化的自律性を保ってきた。 

 東海岸のカシグラン・アグタに対しては、アメリカ領だった時代に、フィ

リピン警察隊に入隊したアメリカ人役人 Wilfrid Turnbullによって、定住化政

策が推進された (Headland 1986)。彼は、1912 年に 1.53km2ほどの部族保留地

を作り、700km2 に広がるすべてのアグタ人をそこに押し込めることで、彼
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らを「文明化」し、それによって周囲の農耕民の治安を脅かす存在を監視し

ようと試みた。しかし遊動民である彼らを押し込めることはできず、1941

年に、「費やす支出に対して保留地に留まるネグリートの少なさ」に観念し

て、アグタの管理は放棄された。ある長老の語りは、アグタ人のしたたかさ

を物語っている。役人の狙いとは裏腹に、彼らは「あるときは無料の食事を

求めて保留地に現れ、兵士たちとゲームをしたり、あるときは毎年夏の終わ

りにアグタの居住地に来る兵士から身を隠して、子供を寄宿学校に連れて行

かれないようにするなど、保留地を行ったり来たりしていた」（Headland 

1986: 233）と、アグタ人が政府と適度な距離を保って生活していたことが分

かる。 

 ルソン島中部のピナトゥボ・アエタの場合には、伝統的な移動式焼畑農耕

を基軸とする山での生活から、稲作を軸とした定住型犁耕農業への移行が推

進された。NGO の積極的な支援があったにもかかわらず、結局は数年後に

は田畑を放棄し、伝統的な移動式焼畑生活に戻ってしまった。アエタの人々

は、決して全面的に常畑における陸稲栽培を受け入れるわけではなく、常に

焼畑という食料獲得手段を保持した結果、伝統的な方法が勝ると考えたわけ

である。「ピナトゥボ・アエタの生存のための基本的な戦略とは、その生業

や食料獲得手段における多様性を最大限に活用し、それによって危険を分散

させ、必要最低限の食料を常に確保するというものである。食料獲得のため

の選択肢の幅をひろげ、それを並置併存させ、各々の状況に応じて力点の置

き方を変えながらも、いずれも最大限に利用してゆくことによって、彼らの

社会は存続のために必要な柔軟さと強靱さとを我がものとしているのであ

る。」（清水 1990: 112） 

 また定住政策以外でも、ネグリートは、さまざまな場面で周囲の農耕民・

平地民と適度な距離を保ちながら暮らすことを好む。例えば、平地民に雇用

されても、利益が少ない場合やこき使われそうな状況が生じた場合は、何も

言わずに仕事を放棄してコミュニティに帰ることがよくある。そのような事

例が絶えないため、平地民はネグリートに対して「不誠実、約束を守らない、

怠慢、辛抱強くない、勤勉でない」という感情を持つことになる。しかし、

これは、ネグリートの人々が、精神的な自律性を確保している証拠でもある。
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ネグリートの人々は、平地民の思考のモードや行動パターンに極度に入り込

まず、その労働が自分にとって利益ではないと感じたり、自分に向かないと

思えば、辛抱することなく、諦めることができる。そして、そのような彼ら

の行動・思考パターンによって、ネグリートの人々は、農耕民と適度な距離

を保ち、自律性を保つことができている。 

 ネグリートの人々の言語は、歴史のある段階ですべてオーストロネシア系

にシフトしており、前オーストロネシア系言語を維持しているネグリートは

一つもない (Reid 2004, 2013, Lobel 2013)。それにも関わらず、国民国家とグ

ローバル化の進む現代においても、ネグリートとしての自律性を有している

ことは驚くべきことである。言語シフトは、彼らが外圧を拒絶するのではな

く、彼らの柔軟で日和見主義的な生き方をするための手段であり、そのよう

な柔軟さがあるからこそ飲み込まれずに自律性を保って生き残れたと考える

ことができるかもしれない。 

 ただし、これには二つの意味で留意すべき点がある。一つに、すべてのネ

グリートが、このような自律性を保っているわけではない。例えばパラワン

諸島や、ルソン島パンパンガ州のネグリート民は、平地民の社会に同化され

る形で飲み込まれていき、人口減少が止まらず、社会の最底辺で生きざるを

えない状況が生じている（Edar 1987, 清水 2002、吉田 2018）。アルタやカシ

グラン・アグタが、平地民に飲み込まれずに文化的な自律性を保てているの

は、幸運にも、広大なシエラマドレ山脈の自然を背後に居住区域を構えてい

たことで、平地民の影響を緩和できたからだと考えられる。 

 また二つ目に、そのようなアルタやカシグラン・アグタであっても、狩猟

採集民としての「純粋」な文化を今に至るまで維持しているわけでもない。

狩猟活動の頻度も減っており、伝統的な弓矢の使用もほとんど見られない。

しかし、彼らのアイデンティティの中心は今でも狩猟民としての属性であり、

狩猟採集民に見られる平等主義、親族関係を中心とした遊動生活などが依然

として維持されている (Minter 2017, 木本 2021)。すなわち時代の変化に応じ

てさまざまな変化を受容しつつも、根本的なネグリートとしてのアイデン

ティティや生活様式・行動パターンは（言語シフトにも関わらず）強固に引

き継がれている。 
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 危機言語の問題は、西洋の理論として発達した分、先進国に見られる典型

的な先住民の窮状を元にして論じられることが多い。しかし、アルタの例か

ら分かるように、言語シフトに伴ってどれほどの民族のアイデンティティや

文化が喪失しているかは、個別の社会的実情や歴史的背景と照らし合わせて、

見ていく必要があることを示唆する。アルタの場合、外圧を日和見主義的に

受容し、時にうまくかわして生きていく生存戦略を背景にして言語がシフト

したことを考えると、言語シフトと危機言語の問題は、より必ずしも民族に

とって悲観的な側面だけでは構成されてないことが分かる。 

 

5. 広い文脈で危機言語の問題を捉え直す 
5.1. 非対称性のメトニミーとしての言語シフト 

 では、言語コミュニティにとって言語が持つ文化的価値が異なるとすれば、

我々は言語シフトを全く無視してもよいのだろうか。本稿での主張は以下の

通りである。 

 

• 言語コミュニティにとって危機言語が問題であるのは、それが言語コ

ミュニティを取り巻くさまざまな社会・歴史的な非対称性を示唆してい

るからである。 

 

 従来、危機言語がなぜ問題であるか、言語がなくなることがなぜ問題かを

問う際、言語そのものの価値に着目して述べられることが多かった。しかし、

それだけを考えると、個々の危機言語の問題を包括的に捉えることができな

い。 

 言語シフトは、その性質上多数派とのパワーバランスの非対称性が存在す

る。図 1にある通り、世界中の先住民の社会的状況を俯瞰すると、ダム、軍

事施設、原子力発電所などの合意のない建設、自治権や自己決定権の剥奪、

先祖伝来の土地・領域の奪取、教育格差や経済格差によって、識字率が低い

ことや、初等・中等・高等教育への進学率、差別や偏見、歴史的には先住民

の虐殺や、居留地への囲い込み、公的な場所での自言語使用の禁止や、子ど

もの名前に自言語を用いることの禁止措置、伝統的な儀礼や生活様式の制限
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や禁止など、数多くの差別的措置が見られてきた。言語シフトは、言語コ

ミュニティが被っている負の作用の氷山の一角に過ぎない。言語学的観点か

ら、言語シフトに着目することで、その社会における数多くの非対称性をあ

ぶり出すきっかけになる。また言語コミュニティにとっても自らの置かれた

状況を「危機言語」として問題化することで、社会におけるコミュニティの

非対称的なパワーバランスを問い直すことを可能にする。 

 

図 1 言語シフトと社会・歴史的非対称性のメトニミー 

 

 特にこのようなメトニミー的指標としての捉え方は、国民国家的シナリオ

における言語シフトにおいてはひときわ重要である。ネイティブアメリカン

の諸言語、オーストラリアのアボリジニの言語、ニュージーランドのマオリ

語、アイヌ語、琉球の諸言語、などが経験してきた言語シフトは、すべて歴

史的・政治的な周縁化や抑圧が関係している。国家は、一国家が一つの言語

を話す一つの民族によって形成されている、という神話を形成する。この国

民国家的シナリオの中で、少数民族は虐殺されたり、多数民に同化を強いら

れた。そうして文化的な劣等感や差別意識を植え込まれた人々は、自文化・

自言語も継承が難しくなり、危機言語となった。言語シフトは、その背後に

膨大な歴史的文脈、特に社会的な非対称性を指標し、それを具体的な形で映

し出すからこそ、当該言語コミュニティはそれを問題化するのだということ
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を示唆する。ゆえに、言語コミュニティにとっての言語復興・再活性化を、

「なぜ言語を?」と言語が持つ価値そのもので理解しようとするのは不完全

である。この営みの価値は、言語コミュニティが抱える社会的非対称性やそ

れに至る歴史的背景を指標するメトニミーとして捉えることで、より包括的

な理解が期待できる。 

 アルタほか、ネグリートの場合には、言語シフトが指標する社会の非対称

性とは、主に土地利用に関するものである。もっとも重要な民族的エンパ

ワーメントは先祖伝来の土地・領域の返還であり、そこに居住し、その利用

目的を自分たちで決める権利を取得することである。他にも、集団的土地所

有権の認定、鉱山開発や森林伐採などの規制と先住民の自己決定権の尊重、

事前のインフォームドコンセントなど、彼らにとってのエンパワーメントは

多岐に渡る。また政府が彼らの問題に関心を向け、不当に低い対価について

支援をすることなどが直近の課題として求められている。アルタやネグリー

トの文脈にとっては、「非対称性のメトニミー」として種々の問題に示唆を

与えてくれるという意味で、言語シフトを問題化する意義がある。 

 

5.2. コミュニティの活力につながる言語学 

 さらに言語シフトと危機言語が言語コミュニティの様々な問題への気づき

を促していると考えれば、言語学者の果たす役割は再活性化だけに留まらず、

その地理・歴史的多様性、コミュニティと研究者の関係性などの多様性に

よって、さまざまに開かれる。例えば、自文化に対する肯定的態度の醸成な

ど心理面に関わるもの、権利獲得に向けた行政への働きかけ、そして、コ

ミュニティ外の多数派に対する働きかけ（外部への教育・啓発活動）などで

ある。アルタの文脈において考えてみよう。 
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図 2 学術活動とコミュニティとの繋がり 

 

 心理面では、言語調査は、やり方さえ間違えなければ、非常にポジティブ

な驚きを持って捉えることが多い。自分たちの言語や文化が学術的に取り扱

うに値する価値を持っているということを再認識するのである。実際アルタ

の場合、遠い異国から飛行機でマニラまで来て、そこから 2 日かけてコミュ

ニティに来た外国の研究者と共に、自らの言語で言語や文化、自分たちの人

生について話すという経験は、自文化（狩猟採集の生活）、そして自分たち

のこれまでの生き方に対して肯定的な態度を醸成することに繋がっている。 

 行政への働きかけという面では、アルタ語に関する文法書が、地域の先住

民委員会の事務局にも保管されている。将来的には、彼らの居住区域などの

情報が、彼らの土地所有権に対して、学術的な論拠を与えることにも繋がる

ことが期待される。また当該コミュニティにとっての緊急事態が発生したと

きも、行政の支援の手が差し伸べられるとは限らない。COVID-19 のパンデ

ミックの際には、市町村の検問が封鎖されたことによって、ネグリートの

人々は深刻な物資の不足に見舞われた。そのような場合にも我々研究者がコ

ミュニティと行政を繫ぐことで、物資の支給などが円滑に行われた。 

 外部への教育・啓発活動も学術活動と密接に関わる。言語コミュニティが

置かれた問題は、決してその地域だけの問題ではなく、ある種の普遍性を含

んだものである。大学教育その他において、世界各地の人々の生活・文化・

言語のことについて理解を促すことは、「国際化・グローバル化≒西洋化」

という図式で理解しようとする現代日本社会への僅かながらの抵抗として新

たな観点を多数派に提供することになる。少数派に寄り添った考えを一人ひ

とりが持つことは、さまざまな地域で見られる同様の問題を解決する一歩に
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なるかもしれない。 

 言語シフトや危機言語に対するスタンスは研究者によって異なる。しかし、

その民族・地域の幸せを願う思いは誰も変わらない。そして事実、上で見た

ように言語学者の民族・地域との関わりは、さまざまな地域のエンパワーメ

ントに開かれている。 

 

6. 結語 
 本稿では、フィリピンのネグリート社会という個別具体的な状況において、

アルタ語がどのように消滅しているのかを考えることを通じて、言語シフト

と危機言語の問題の地域的個別性と、非対称性のメトニミーとして危機言語

を捉える可能性について論じた。 

 歴史家で思想家のクリフォードは、先住民について語るとき、二つの語り

方が必要だと述べる。一つは差異の伝統的な秩序の崩壊を記すこと、もう一

つは新たな秩序の生成を認識することである（Clifford 1988）。伝統的な危機

言語の議論は、言語の消滅が学術・言語コミュニティ・人類に如何に甚大な

影響を及ぼすのかを我々に語ってくれた。その意義は計り知れない。しかし

一方で、現実はもう少し複雑である。言語シフトは、それを被る言語コミュ

ニティの歴史的・地域的個別性を深く理解して捉える必要がある。 

 言語シフトに対する捉え方が複眼的であるように、言語シフトに対するコ

ミュニティの進む道も様々である。新たな言語空間の中で生活する人々、言

語的継承や再活性化の物語を次世代に受け継いでいく人々、限定的な言語的

差異の中にもアイデンティティを見いだして創造の物語を生きる人々、それ

ぞれの社会言語学的状況を包括できるような話者の感覚に根ざした理論の構

築が今後の課題である。 

（木本幸憲） 

 

注 

1 これは「我々がなすべきことを真剣に考え直す必要があることは明らかである。そ

うしないと言語学はそれが対象とする 90%の消滅を無関心にも許した歴史上唯一の

学問になりさがるだろう。 (ibid.: 10)」と述べていることからも分かる。 
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2 ただし Headland and Headland 1977 には成熟個体のオスの名称は載っていなかったの

で空欄としている。 
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